ステロイド治療中のリウマチ膠原病患者骨格筋に与える分岐鎖アミノ酸の効果に関する検討
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【背景・目的】ステロイド（グルココルチコイド）は骨格筋の異化亢進ならびに同化抑制作用を有する。……。そこで、ステロイド筋症に対するBCAAの有効性を検証するため医師主導型臨床試験を実施した。【方法】当院に通院するステロイド治療中（プレドニゾロン 10 mg/日以上）の成人リウマチ膠原病患者18例を対象とした。……。【結果】BCAA投与群でMMT、PSの有意な改善が認められた。両群ともにBIAで上・下肢の筋量増加が認められ、全身筋量はBCAA投与群のみで有意に増加した。……。【考察】ステロイド投与中のリウマチ膠原病患者に対するBCAA投与が筋力や全身状態の改善に有効である可能性が示された。……。
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